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図 2 キ ッ ト
Fig. 2 Kit.
図 3 重畳マップ
























Fig. 4 The diﬀerence overlay map.
図 5 KB マップエディタ（デスクトップ PC 版）
Fig. 5 KB map editor (desktop PC ver).
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図 6 KB マップアナライザ 1






























(1) リストモード：(b), (c), (d)
(2) 比較モード：(e), (f), (g), (h), (i)
(3) 重畳モード：(a), (b)
(4) 表示モード：(d)
(5) 調整モード：(g), (c), (j)
(6) 修正モード：(b), (c), (d), (k)
3. 2 マップアナライザ改良の必要性
マップアナライザ 1 を用いた授業内形成的評価・
フィードバックの実践は 2012年から 2014年の間に 6
単元のゴールマップに関してのべ約 550人の児童を対
象に合計 28時限実施されており（小学校 3年生理科
13時限，小学校 5年生理科 2時限，小学校 6年生理科























































4. 2 マップアナライザ 2におけるモード設定
本研究では上記で述べたマップ分析活動の整理に基
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図 7 集団分析機能画面
Fig. 7 Interface of group analysis.
図 8 個人分析機能画面






































5. 1 利用実績：評価項目 1
開発したマップアナライザ 2は既に小学校で小学校
教諭 2名が 67時限（1時限：45分，3年生理科 5時限，
4年生理科 4時限，5年生理科 30時限，6年生理科 18
時限 単元：「月と太陽」，「人や動物の体」，「植物の体」，
「電流のはたらき」），中学校で中学校教諭 1名が 5時















5. 2 アンケート評価：評価項目 2
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表 3 分 析 課 題
Table 3 Analysis tasks.
いてもそれらの日本語訳を参考にしたものを使用して
おり，SUS 評価尺度については Sauro らのものを使































で述べた小学校 3年生 1クラス 31名を対象にして行
表 4 SUS 評価結果




5. 3. 2 評価結果と考察
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